
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

めざす 
校長  中 田  敦 

 ５月１日に第 58回創立記念式を行いま

した。昭和 40 年に長崎中と豊田中が統合

して中山中として新たな歩みを始め、こ

れまで 9,326 名の卒業生が本校を巣立ち

ました。開校当時の教育目標は、「知力・

気力・体力」の校訓の下、—豊かな人間形

成を目指して―「競い 磨きあう、慈しみ 

育みあう、たくましく 鍛えあう」という

ものでした。地域の良さを生かし、生徒一

人一人の個性や能力を尊重し、自主的に

学び、主体的に進路選択・決定できる生徒

を育成する学校を目指すという理念がこ

こにはありました。そこから 50 年の歩み

を経て、平成 27 年度に現在の「貢献 自

立」という教育目標が掲げられ、今日に至

っています。文言は異なりますが、学校が

目指す生徒の姿や育もうとする資質・能

力は、開校当時から変わらないのだと改

めて思います。 

 さて、5 月 9 日の生徒会総会では、新し

い生徒会スローガンに「芽差す」「目指す」

「根ざす」の３つの意味を込めた「芽指

す」が採択されました。５月 8 日から新型

コロナウィルス感染症に伴う制限が緩和

され、できる活動が増えていきます。この

機を新たな中山中のスタートとして、植 

 

物が多くの栄養を蓄えて芽を出す営みに

中山中生の姿を重ね、生徒一人一人が芽

を出すことで中山中が一つの大きな芽を

出し成長していくことをめざします。足

元が整った毎日の学校生活ができるよう

になることは、養分を作る上で重要な土

台となるしっかりした根を張ることと同

じです。日々のくらしの充実に目を向け、

一人一人が輝き、お互いを高め合える生

徒会として、今年も新たな１ページを重

ねます。 

また、5 月 8 日から各学年で学級花壇づ

くりが始まりました。土を耕し、雑草を取

り除き、苗を一つ一つ丁寧に植えました。

毎朝の水やりも欠かしません。色とりど

りの花が一面に咲き揃う花壇を楽しみに

しています。これらの環境づくりの取り

組みを通して一人一人の責任感と帰属意

識も高まります。 

 

 

 

 

 

  
 

 
 



＜生徒会重点項目＞ 

 【芽差す】・・・「植物が芽を出す」こと。しっかりした根をはり、一人一人が芽を出すために 

必要な土台を作る。 

           専門委員会の常時活動の徹底と振り返りの強化、「この声届け」 

 【目指す】・・・一人一人が芽を出してより良い中山中を目指す。 

            黙働・気づき清掃の強化、「えだまめ」のあいさつ 

【根ざす】・・・芽を出したものを一人一人が定着させて、これからの伝統をつくっていく。 

            さわやか合唱団・さわやか応援団、中山中としての一つの芽 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

＜特別議案「生徒会組織の再編について」＞ 

 現行の生徒会規約では、各クラスから選出される専門委員の数は 16 人。その他に生徒会

役員として必要な人数は 16 人となっています。本校では今年度の１年生は 68 人。１学級

あたりの人数は 22 または 23 名です。この学年が 3 年生になった時、学級の生徒会役員が

5 人を超えてしまうと、学級から各専門委員になれる人数が不足するという状況が生じて

しまいます。現在の 2 つの小学校の児童数をみると、今後も生徒数が減少していくことが

予想されます。また生徒数に応じて教職員数も変わり、担当する教員とすぐに相談ができ

ず活動に支障をきたすなどの状況も考えられることから、執行部から専門委員会の活動内

容を整理して委員会数を削減したいという提案がありました。具体的には次の２点。①学

芸委員会と図書委員会を統合して「学習委員会」とする。②生活委員会の活動に放送委員会

を統合する。提案を受けて、体育館で学級ごとに話し合いを行いました。統合した委員会の

活動の負担が大きくなるので反対。自分たちが 3 年生になった時に委員になれる人がいな

くなることも考えられるから賛成。委員会の数を変えずに委員の数を変えてはどうかなど、

賛否両論で意見が分かれました。最終的には議決に至らず、この議題について執行部から

再提案し、今後も検討を重ねていくことになりました。全校生徒一人一人が自分ごととし

て真剣に考え議論し合う姿がそこにはありました。結論を急がず、時間をかけて全員で話

し合い、納得する解決策が見つかることを期待します。 

 芽
  め

 指
  ざ

 す   

 

 

 

令和５年度生徒会スローガン 

 

 

 



 

 

 

＜行程＞ 
5/17  学校 ― 仙台駅 ― 新函館北斗駅 ― ウポポイ(民族共生象徴空間) ― 宿舎 
5/18   宿舎 ― 昭和新山 ― 函館市内班別研修 ― 函館山 ― 宿舎 
5/19  宿舎 ― 函館朝市 ― 五稜郭タワー ― 大沼公園 ― 新函館北斗駅 ― 仙台駅 ― 学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５／１７～１９ ３学年 修学旅行 

５／１７～１９ ２学年 職場体験                              中山町商工会にご協力をいただき、今年度は 34か所の事 

業所等で、３日間の体験学習を実施しました。事前学習とし

て実施した、テレビユー山形報道制作部アナウンサーの矢野秀樹さんによる職業人講話や YOGA ME!

山形代表の新関あやさんによるマナー講座で学んだことを実際の職場で活かし、社会生活に必要なマナ

ーや働くことに対する見方を広げるとともに考え方を深めることができました。受け入れていただいた

体験先の皆様に、心より感謝申し上げます。 

  
   

 

   
 

 

 

  

 

 

  
 

 

                            「STARS: Smile Think Action Relationship Shine」

をスローガンに掲げ、総合的な学習の時間でこれまで進めてき 

た「住み続けたいまちづくり」を追究するため、学習の場を北海道に移して研修を深めてきました。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月２１日（日）の朝、ＰＴＡ環境整備部の皆様に、学校花壇とプラン 

ターの花植え作業を実施していただきました。昨年度にプランターと花壇 

に植えた花を、新しい花苗に植え替えました。各学級が手入れをしている 

花壇に咲く花たちとともに、昇降口や学校のあちらこちらで生徒やお客様 

を出迎えてくれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５／2１ PTA環境整備部 花植え作業 

５／１７～１８ 1学年 校外学習 

 

自然の中での共同生活や体験活動を通して、仲間との絆を深め合い、自分で考え行動・

協力する力を身につけることを目指して、1 泊 2 日の校外学習を行いました。学校から朝

日少年自然の家までの 12ｋｍを歩くことから始まり、野外炊飯、キャンプファイヤー、左

沢地区内のウォークラリー、葉っぱの栞づくりなどの研修を行い、自分の成長と仲間の良

さを再発見する 2 日間となりました。 

 

 
 

  

  

   
 

  

 

１４日（水） ゆとりデー 長谷川ＳＣ 

１５日（木） 柴崎ＳＣ 

１７日（土）・１８日（日） 地区中総体 

１９日（月）・２０日（火） 休業日 

２１日（水） ゆとりデー 地区学研 

２３日（金） 全校集会（報告会） 志水ＳＣ 

２６日（月）～２８日（水） 学習日 

２９日（木） 期末テスト 

＜6月の主な予定＞             

１日（木） 衣替え 生徒朝会 柴崎ＳＣ         

２日（金） ストレスマネジメント講習会（１年） 

      喫煙防止教育講話（２・３年） 

５日（月） 実力テスト（3 年） 給食講話 

     部活動延長期間（～１６日） 

６日（火） 眼科検診 主任児童委員懇談会  

      町ＰＴＡ連合会協議会 小林ＳＣ 

７日（水） ゆとりデー 中山中祭実行委員会 

      特別支援学級合同学習会 長谷川ＳＣ 

８日（木） 心電図（１年） 授業参観 

      地区中総体壮行式 


